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３．事業の実施状況（平成 28 年度静岡県計画の事後評価） 

（事業区分３：介護施設等の整備に関する事業） 

事業の区分 ３．介護施設等の整備に関する事業  
事業名 【Ｎｏ．１】 

静岡県介護施設等整備事業 

【総事業費：執行額累計】 944,969 千円 

○平成 28 年度執行額 736,239 千円 
○平成 29 年度執行額 208,730 千円 

事業の対象

となる区域 

県内全域 
（賀茂・熱海伊東・駿東田方・富士・静岡・志太榛原・中東遠・西部） 

事業の実施

主体 
静岡県（補助主体） 

事業の期間 平成 28 年 4 月 1 日～平成 30 年 3 月 31 日（繰越事業は平成 30 年度末まで） 

☑継続 ／ □終了 

地域包括ケアシステムの構築に向けて、第６期介護保険事業支援計画等に

おいて予定している地域密着型サービス施設等の整備を行う。 
背景にある

医療・介護

ニーズ アウトカム指標： 静岡県全体 

目標項目等 平成 29 年度目標 

①地域密着型介護老人福祉施設の必要利用定員総数 1,355 人 

②介護老人保健施設 

（療養病床からの転換分を除く。） 
12,621 床 

③ケアハウス 2,545 床 

④定期巡回・随時対応型訪問介護看護事業所 32 カ所 

⑤認知症対応型デイサービスセンター 
410,938 回／年 

189 カ所 

⑥認知症高齢者グループホーム 6,373 床 

⑦小規模多機能型居宅介護事業所 174 カ所 

⑧看護小規模多機能型居宅介護事業所 23 カ所  
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事業の内容

（ 当 初 計

画） 

 ①地域密着型サービス施設等の整備に対する助成を行う。 

整備予定施設等 

 小規模多機能型居宅介護事業所         10 カ所 

 認知症高齢者グループホーム            ７カ所 

 認知症対応型デイサービスセンター    １カ所 

 定期巡回・随時対応型訪問介護看護事業所 ６カ所 

 看護小規模多機能型居宅介護事業所    ４カ所 

 地域包括支援センター          ４カ所 

 

②介護施設等の開設・設置に必要な準備経費に対して支援を行う。 

 支援予定施設等 

 特別養護老人ホーム                 500 床 

 介護老人保健施設            200 床 

 ケアハウス                40 床 

小規模多機能型居宅介護事業           131 床 

 認知症高齢者グループホーム            135 床 

 定期巡回・随時対応型訪問介護看護事業所 ７カ所 

 看護小規模多機能型居宅介護事業所    宿泊定員 54 床 

 介護療養型医療施設等の転換        46 床 
 
 
③介護サービスの改善を図るための既存施設等の改修に対して支援 
を行う。 

 支援予定施設等 

 特別養護老人ホーム（多床室）のプライバシー保護のための改修 

                                     80 床 

 介護療養型医療施設の有料老人ホームへの転換整備 

                             46 床  
アウトプッ

ト指標（当

初 の 目 標

値） 

地域包括ケアシステムの構築に向けて、地域密着型サービス施設等の整備

等を支援することにより、地域の実情に応じた介護サービス提供体制の整備

を促進する。 
・小規模多機能型居宅介護事業所  15 カ所 

・認知症高齢者グループホーム   135 床 

・定期巡回・随時対応型訪問介護看護事業所  ７カ所 

・看護小規模多機能型居宅介護事業所   ６カ所 

 

アウトプッ

ト指標（達

成値） 

＜平成 28 年度執行分のアウトプット指標（達成値）＞ 

・小規模多機能型居宅介護事業所 ６カ所 

・認知症高齢者グループホーム 99 床 
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・定期巡回・随時対応型訪問介護看護事業所 ２カ所 

・看護小規模多機能型居宅介護事業所 ３カ所 

＜平成 29 年度執行分のアウトプット指標（達成値）＞ 

・小規模多機能型居宅介護事業所 ３カ所 

・認知症高齢者グループホーム 27 床 

・看護小規模多機能型居宅介護事業所 １カ所 

 

事業終了後 1 年以内のアウトカム指標：地域包括ケアシステムの構築に向け

て、第６期介護保険事業支援計画等において予定している地域密着型サービ

ス施設等の整備を行う。 

観察できなかった 

観察できた → 指標：地域密着型サービス施設が増加し整備が進捗した。 

事業の有効

性・効率性 

（１）事業の有効性 
地域密着型サービス施設が増加したことにより、高齢者が地域において、

安心して生活できる体制の構築が図られた。 
（２）事業の効率性 

・工事契約や物品等契約手続について、県・市町に準じて競争入札等の

手法を導入することにより、経費の低減等の効率化が図られた。 
その他 ＜平成 28 年度の執行額＞ 736,239 千円 

・地域密着型サービス施設等の整備に対する助成  96,000 千円 

整備施設等 

 小規模多機能型居宅介護事業所          １カ所 

 認知症高齢者グループホーム             ９床（１カ所） 

 看護小規模多機能型居宅介護事業所        １カ所 

・介護施設等の開設・設置に必要な準備経費に対する支援 551,459 千円 

 支援施設等 

 特別養護老人ホーム                  430 床（７カ所） 

 介護老人保健施設             200 床(２カ所) 

 ケアハウス                 40 床(１カ所) 

小規模多機能型居宅介護事業            50 床(６カ所) 

 認知症高齢者グループホーム             99 床(７カ所) 

 定期巡回・随時対応型訪問介護看護事業所  ２カ所 

 看護小規模多機能型居宅介護事業所     27 床（３カ所） 

 介護療養型医療施設の有料老人ホームへの転換        

46 床（１カ所） 
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・介護サービスの改善を図るための既存施設等の改修に対する支援 
                           88,780 千円 

 支援施設等 

 介護療養型医療施設の有料老人ホームへの転換整備 

                              46 床（１カ所） 

 

＜平成 29 年度の執行額＞ 208,730 千円 

・地域密着型サービス施設等の整備に対する助成  128,000 千円 

整備施設等 

 小規模多機能型居宅介護事業所           ２カ所 

 認知症高齢者グループホーム             ９床（１カ所） 

 看護小規模多機能型居宅介護事業所        １カ所 

・介護施設等の開設・設置に必要な準備経費に対する支援 80,730 千円 

 支援施設等 

 特別養護老人ホーム                   70 床（１カ所） 

小規模多機能型居宅介護事業            24 床(３カ所) 

 認知症高齢者グループホーム             27 床(２カ所) 

 看護小規模多機能型居宅介護事業所     ９床（１カ所） 
 

 


